
♦環境・防災♦ リアルタイムで手製爆弾を検知

爆発物を用いたテロや犯罪の増加が懸念されている。実用化されている爆発物探知機では，検査に20
秒程度の時間がかかるため，空港や重要施設のみでしか使用されず，検査時間の短縮が求められてい
た。本研究で開発したウォークスルー型爆発物探知システムは，駅やイベント会場などでの使用を目
指し，新たに開発した高感度質量分析計と，人体や手荷物から発生する化学物質を質量分析計に導入
する吸気システムとからなっている。吸気部と検出器を結合させて評価を行った結果，爆薬に由来す
る信号を2～3秒で検出できることが確かめられた。
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